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政府備蓄米の現在の在庫状況

○ 政府米の備蓄については、適正備蓄水準を100万トン程度として運用（10年に1度の不作（作況92）や、通常程度の不作（作
況94）が２年連続した事態にも国産米をもって対処し得る水準）。

○ 備蓄運営については、政府による買入・売渡が市場へ与える影響を避けるため、通常は主食用途に備蓄米の売却を行わな
い棚上備蓄を実施（備蓄米を供給するのは、大不作などの場合のみ）。

○ 基本的な運用としては、適正備蓄水準100万トン程度を前提とし、毎年播種前に20万トン程度買入れ、通常は５年持越米と
なった段階で、飼料用等として売却。

原則20万t×5年→100万t

5年持越米

20万トン

1年持越米

2年持越米

3年持越米

4年持越米

基本的な政府備蓄米の運用

播種前契約による買入

飼料用等として売却

政府備蓄米の運営について

【最近の買入数量】 【現在の備蓄状況】

23年産 ７万トン

24年産 ８万トン

25年産 18万トン

26年産 25万トン

27年産 25万トン

28年産 22.5万トン

29年産 20万トン

28年産 22.5万トン

27年産 25万トン

29年産 20万トン

在庫量：91～99万トン

26年産 23.5～25万トン

平成30年６月末（見込み）

23

25年産 0～6.5万トン
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政府備蓄米の６月末在庫の推移

注：国産うるち玄米の数量である。
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政府備蓄米の在庫の状況

29年産 20万㌧28年産 22.5万㌧

28年産 22.5万㌧

27年産 25万㌧

27年産 25万㌧

26年産 25万㌧

25年産 18.5万㌧

25年産 0～6.5万㌧
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平成29年6月末 平成30年6月末

（見込み）

（万トン）

在庫量：91万トン 在庫量：91～99万トン

26年産 23.5～25万㌧
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主食用等生産量

主食用等の生産量と需要量及び民間在庫の推移

資料：農林水産省調べ
注：１）主食用等需要量は前年7月から当年6月までの需要実績である。

２）主食用等生産量（水稲収穫量－（加工用米＋新規需要米（飼料用・バイオ用を除く）＋備蓄米）は、前年産の数値である。
３）民間流通在庫量は当年6月末現在の数値である。
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買入対象米穀の産地
買入予定数量

第１回
（1月25日）

第2回
(2月13日）

第3回
(2月27日）

30年産
落札

合計数量都道府県別優先枠 落札数量 落札数量 落札数量

青森 11,006 338 10,668 11,006 

岩手 3,686 0 225 225 

宮城 5,011 10 5,001 5,011 

秋田 17,353 490 10,855 11,345 

山形 11,140 0 11,140 11,140 

福島 12,350 108 12,242 12,350 

茨城 469 0 411 411 

栃木 4,888 1,779 3,109 4,888 

群馬 12 0 12 12 

埼玉 191 0 191 191 

千葉 688 0 587 587 

新潟 15,947 52 12,881 12,933 

富山 7,001 7,001 0 7,001 

石川 3,255 40 3,215 3,255 

福井 2,106 10 2,096 2,106 

長野 514 0 228 228 

岐阜 224 0 224 224 

静岡 13 0 0 0 

愛知 385 0 385 385 

三重 272 0 0 0 

滋賀 735 0 735 735 

鳥取 345 0 345 345 

島根 70 0 70 70 

岡山 1,138 0 738 738 

徳島 484 0 0 0 

愛媛 40 0 0 0 

高知 10 0 10 10 

福岡 118 0 118 118 

佐賀 211 0 211 211 

長崎 22 0 0 0 

熊本 212 0 0 0 

大分 109 0 90 90 

計 100,000 9,828 75,787 85,615 

指定なし（一般枠） 100,000 5,687 21,949 2,462 30,098 

合計 200,000 15,515 97,736 2,462 115,713 

30年産米の政府備蓄米の買入

注）都道府県優先枠は、第2回までの入札とし、落札残については、第3回に「指定なし（一般枠）」として提示している。

単位：トン
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東日本大震災を踏まえての災害時に対応した備蓄の検討

□ 平成24年度から、政府が買い入れる備蓄米の一部を活用して精米
（無洗米）形態での備蓄を実施。

・備蓄量： 500トン（東日本大震災発生～4月20日までの被災地向け精米供給
量に相当）
・実施主体：政府所有米穀の販売等業務の委託を受けた民間団体等

□ 備蓄後一定期間を経過した精米については、非主食として販売。
(大規模災害が発生した場合は、本来の目的どおりに被災地等に供給)

≪課題≫

≪背景≫

・東日本大震災発生後に、被災地から応急食料としての精米の供給要請
・大消費地である首都圏において一時的に米の品薄状態が発生

・大規模災害への備えとして、一定量の精米のストックが必要
・大規模災害発生直後に大都市圏で発生が想定される需要増加・精米
供給能力の低下に対応する体制の確保が必要

具体的なスケジュール（予定）

(備蓄用精米の切り替えの時期はイメージであり、今後変更となる可能性がある。)

≪具体的な実施スキーム ≫

精米備蓄事業【平成30年度予算概算決定額：25百万】

食味等分析試験及び販売実証の結果概要

基準米 14.3 3.0 12.0 - -
2ヶ月 14.6 3.2 11.4 -0.1 3.5
4ヶ月 14.3 4.8 14.5 -0.6 2.7
6ヶ月 14.1 5.7 14.6 -0.3 2.8
8ヶ月 14.2 5.8 14.3 -0.8 2.4

10ヶ月 14.5 7.9 15.9 -1.0 2.4
12ヶ月 14.5 8.2 12.2 -1.0 2.3
14ヶ月 14.3 7.8 15.7 -0.9 2.2
16ヶ月 14.4 8.1 11.4 -1.2 2.3
18ヶ月 14.6 8.9 12.7 -1.4 1.9

⇒ 低温倉庫(15℃以下)で保管した場合、18ヶ月経過後の精米でも、食味は大幅には低下しない。

○　食味等分析試験の結果概要
理化学分析 食味評価

備蓄期間 水分（％） 脂肪酸度（mg） 濁度（ppm）
基 準 米 と の 比 較
による 総 合 評 価

主観による
絶対評価

※1

※2

※3

食味等分析試験（理化学分析及び食味評価）は、分析機関に委託（食味評価(官能試験)は20名のパネリストにより実施）。

精米備蓄を実施した産地品種銘柄の平均（ただし、胚芽の残存が多く見られ、無洗米形態での備蓄可能期間を調べる本試

験の試料に適さなかった産地品種銘柄を除く)。
備蓄用精米（無洗米）は、温度15℃以下、湿度60～65％（目安）の低温倉庫で保管。

（参考） ・水分は、農産物規格規程における精米（完全精米・一等）の基準が15.0％以下とされている。

・脂肪酸度は、貯蔵期間の経過に伴い上昇することが知られている（特段の基準はなし）。

・無洗米の濁度は、28ppm以下が望ましいとされている（全国無洗米協会の濁度基準による）。
・基準米との比較による総合評価は、基準米を0として、±4の9段階で評価（"-1"は「わずかに不良」 ）。

・主観による絶対評価は、「5．非常においしく食べられる」、「4．おいしく食べられる」、「3．普通に食べられる」、「2．少し劣る

が食べられる」、「1．受け入れられない」の5段階で評価。

平成30年3月現在

販売開始 備蓄期間 提示数量（ｔ） 申込数量（ｔ） 落札数量（ｔ） 販売期間

25年3月 2ヶ月 102 1,900 102 1ヶ月
25年5月 4ヶ月 99 585 99 1ヶ月
25年7月 6ヶ月 102 345 102 1ヶ月

8ヶ月 100 202 100 4ヶ月
10ヶ月 101 203 101 4ヶ月
12ヶ月 202 405 202 4ヶ月

26年3月 8ヶ月 100 350 100 2ヶ月
26年9月 8ヶ月 252 12ヶ月

13ヶ月 159 7ヶ月
11ヶ月 101 354 101 7ヶ月

27年5月 8ヶ月 258 1,129 258 4ヶ月
27年10月 8ヶ月 256 1,786 256 10ヶ月
28年2月 9ヶ月 256 1,470 256 5ヶ月
28年8月 10ヶ月 255 576 255 1ヶ月
29年3月 12ヶ月 170 951 170 1ヶ月
29年5月 12ヶ月 258 1,392 258 2ヶ月
29年8月 12ヶ月 87 151 87 5ヶ月
30年2月 12ヶ月 254 584 254 1ヶ月

⇒販売時期の需給・価格によって、応札意欲や応札価格が影響されている。

○　販売（非主食用への販売）の概要

26年1月

1,971 411
27年2月

平成28年 平成29年 平成30年
3月 5月 7月 9月 11月 1月 3月 5月 7月 9月 11月 1月 3月 5月 7月

常 時 500
精米 トン
を 備 蓄

27年産 約170トン 29年産

約250トン

29年産

約250トン
28年産 約250トン

26年産 約250トン

約250トン

非主食用に販売

27年産 約85トン

28年産 約250トン

27年産 約250トン

熊本地震において

約86トンを供給
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水田の利用状況（平成28年度）

注１：田本地面積、水稲作付面積、麦、大豆、そばは「耕地及び作付面積統計」
注２：主食用米は「作物統計」
注３：加工用米、米粉用米、飼料用米、WCS用稲、備蓄用米、輸出用米等は「新規需要米の用途別取組状況」
注４：飼料作物、なたねは「水田活用の直接支払交付金支払い実績」
注５：ラウンドの関係で合計が一致しない場合がある

対象作物 作付面積（万ha）

水稲作付面積 161.1

主食用米 138.1

加工用米 5.1

米粉用米 0.3

飼料用米 9.1

WCS用稲 4.1

備蓄米 4.0

輸出用米等 0.3

麦 17.3

大豆 12.0

飼料作物（飼料用米・WCS用稲を除く） 10.5

そば・なたね 3.8

その他（野菜、不作付地等） 39.4

作物別作付面積（二毛作※含む延べ面積）

※水田活用の直接支払交付金
の支援対象面積

田本地面積 229.6
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麦：17万ha

○ 平成20年以降、主食用米の需要減少分は、飼料用米等の拡大で対応されている。こうした取組を進めることで、水田がフルに活用さ
れ、生産者等の主体的経営判断による需要に応じた米生産の推進が期待される。

※ 水稲、麦、大豆：「耕地及び作付面積統計」、主食用米：「作物統計」、加工用米、飼料用米等：「新規需要米の取組計画認定状況」、備蓄米：穀物課調べ

〔25年産〕 水稲作付面積：165万ha 加工用米：3.8万ha

主食用米：153万ha

加工用米：2.8万ha

主食用米：158万ha

加工用米：4.7万ha
飼料用米等：12.5万ha（8.0万ha）

〔23年産〕 水稲作付面積：163万ha

加工用米：3.9万ha

飼料用米等：6.6万ha（3.4万ha）

備蓄米：1.2万ha

〔24年産〕 水稲作付面積：164万ha

主食用米：152万ha

加工用米：3.3万ha
飼料用米等：6.8万ha（3.5万ha）

備蓄米：1.5万ha

〔26年産〕 水稲作付面積：164万ha

主食用米：147万ha

加工用米：4.9万ha
飼料用米等：7.1万ha（3.4万ha）

備蓄米：4.5万ha

〔27年産〕 水稲作付面積：162万ha

主食用米：141万ha
備蓄米：4.5万ha

主食用米：152万ha
飼料用米等：5.4万ha（2.2万ha）

備蓄米：3.3万ha

大豆：12万ha

〔28年産〕 水稲作付面積：161万ha

主食用米：138万ha
備蓄米：4.0万ha

飼料用米等：13.9万ha（9.1万ha）
加工用米：5.1万ha

〔22年産〕 水稲作付面積：166万ha

飼料用米等：3.7万ha（1.5万ha）

〔21年産〕 水稲作付面積：164万ha

主食用米：159万ha 飼料用米等：1.8万ha（0.4万ha）

〔20年産〕 水稲作付面積：164万ha

主食用米：160万ha 飼料用米等：1.2万ha（0.1万ha）

加工用米：2.6万ha

大豆：12万ha 麦：17万ha

大豆：11万ha

大豆：11万ha

大豆：11万ha

大豆：12万ha

大豆：12万ha

大豆：12万ha

大豆：13万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

麦：17万ha

※ 、（）は飼料用米のみの面積加工用米：2.7万ha

〔29年産〕 水稲作付面積：160万ha

主食用米：137万ha
備蓄米：3.5万ha

飼料用米等：14.3万ha（9.2万ha）
加工用米：5.2万ha

大豆：12万ha

水田の利用状況の推移
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全国の需給調整の取組状況の推移（平成16年産～29年産）

注１：②の主食用米生産量（23年産以前）は、統計部公表の水稲収穫量から加工用米等の出荷実績数量を控除した数値。
２：④の主食用米作付面積（23年産以前）は、統計部公表の水稲作付面積から加工用米等の作付面積を控除した数値。
３：②、④及び⑤の24年産から28年産の数値は、それぞれ統計部公表の12月の収穫量（主食用）、主食用作付面積及び作況指数。
４：②、④及び⑤の29年産の数値は、それぞれ統計部公表の平成29年10月15日現在の予想収穫量（主食用）、主食用作付見込面積及び作況指数。
５：ラウンドの関係で内訳が一致しない場合がある。

生産数量目標
主食用米
生産量

超過数量
①を面積換算

したもの
主食用米
作付面積

超過作付面積
作況
指数

① ② ②－① ③ ④ ④－③ ⑤

万ﾄﾝ 万ﾄﾝ 万ﾄﾝ 万ha 万ha 万ha

16 857 860 2 163.3 165.8 2.5 98

17 851 893 42 161.5 165.2 3.7 101

18 833 840 7 157.5 164.3 6.8 96

19 828 854 26 156.6 163.7 7.1 99

20 815 865 50 154.2 159.6 5.4 102

21 815 831 16 154.3 159.2 4.9 98

22 813 824 11 153.9 158.0 4.1 98

23 795 814 19 150.4 152.6 2.2 101

24 793 821 28 150.0 152.4 2.4 102

25 791 818 27 149.5 152.2 2.7 102

26 765 788 23 144.6 147.4 2.8 101

27 751 744 ▲7 141.9 140.6 ▲ 1.3 100

28 743 750 7 140.3 138.1 ▲ 2.2 103

29 735 731 ▲4 138.7 137.0 ▲ 1.7 100

年産
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注：１ 作況指数は、全国農業地域ごとに、過去５か年間に農家等が実際に使用したふるい目幅の分布において、大きいものから数えて９割を
占めるまでの目幅（北海道、東北及び北陸は1.85 ㎜、関東・東山、東海、近畿、中国及び九州は1.80 ㎜、四国及び沖縄は1.75 ㎜）以上
に選別された玄米を基に算出した数値である。

２ 徳島県、高知県、宮崎県、鹿児島県及び沖縄県の作況指数は早期栽培（第一期稲）、普通栽培（第二期稲）を合算したものである。

や や 良 （105～102）

平 年 並 み （101～99）

や や 不 良 （ 98 ～ 95 ）

不 良 （ 94 以 下）

作 柄 の 良 否 （ 作 況 指 数 ）

全国農業地域・都道府県別作況指数（平成29年12月5日公表）【農家等が使用しているふるい目幅ベース】
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平成29年産水稲の作付面積及び収穫量（平成29年12月5日公表）

実　数
前年産
との比較

実　数
前年産
との比較

主食用
作付面積

収穫量
（主食用）

作況
指数

① ② 対　差 ③=①×② 対　差 ④ ⑤=④×②
ha kg kg t t ha t

全　　　国 1,465,000 534 △ 10 7,822,000 △ 220,000 1,370,000 7,306,000 100

北　海　道 103,900 560 9 581,800 3,200 98,600 552,200 103

東　　　北 374,800 564 △ 12 2,115,000 △ 50,000 334,300 1,882,000 99

北　　　陸 204,100 529 △ 38 1,079,000 △ 86,000 180,100 952,100 98

関東・東山 268,500 533 △ 9 1,431,000 △ 34,000 257,400 1,372,000 99

東　　　海 92,400 498 △ 16 460,100 △ 20,200 90,500 450,000 99

近　　　畿 103,200 510 △ 6 526,600 △ 12,100 99,400 507,000 100

中　　　国 104,300 530 4 552,400 △ 4,900 101,200 536,100 103

四　　　国 49,900 486 △ 6 242,400 △ 8,100 49,500 241,000 101

九　　　州 163,100 510 3 831,900 △ 7,800 158,700 811,400 101

沖　　　縄 727 301 8 2,190 △ 110 727 2,190 97

注：１　10ａ当たり収量及び収穫量は、1.70㎜のふるい目幅で選別された玄米の重量である。　

　　２　収穫量（子実用）及び収穫量（主食用）については都道府県ごとの積上げ値であるため、

　　　表頭の計算は一致しない場合がある。

　　３　作況指数は、全国農業地域ごとに、過去５か年間に農家等が実際に使用したふるい目幅の

　　　分布において、大きいものから数えて９割を占めるまでの目幅（北海道、東北及び北陸は

　　　1.85㎜、関東・東山、東海、近畿、中国及び九州は1.80㎜、四国及び沖縄は1.75㎜）以上に

　　　選別された玄米を基に算出した数値である。

全国農業
地域

10a当たり収量
作付面積
（子実用）

収穫量（子実用） 参　　　考

全国農業地域別10a当たり収量 平成29年産水稲の作付面積及び収穫量

○ 平成29年産水稲の主食用作付面積は137万haで、前年産に比べ1.1万ha減少。

○ 全国の10a当たり収量は534㎏（前年544kg）で、全国の作況指数は100（前年103）となる見込み。

○ この結果、主食用米の収穫量は730.6万トンとなり、前年産に比べ19万トンの減少が見込まれる。
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29年産米の作付動向

単位：万ha

作付面積
①

生産数量目標
②

超過作付
①ー②

加工用米 米粉用米 飼料用米 ＷＣＳ 備蓄米 麦 大豆 その他

27年産 140.6 141.9 ▲ 1.3 4.7 0.4 8.0 3.8 4.5 9.9 8.6 10.1

28年産 138.1 140.3 ▲ 2.2 5.1 0.4 9.1 4.1 4.0 9.9 8.8 10.2

29年産 137.0 138.7 ▲ 1.7 5.2 0.5 9.2 4.3 3.5 9.8 9.0 10.5

主食用米 戦略作物等

主食用から作

○主食用米及び戦略作物等の作付面積の動向

○ 平成29年産米の主食用米の作付面積は137.0万haとなり、生産数量目標138.7万haを1.7万ha下回り、３年連続

で超過作付が解消された。

○ 戦略作物等については取組が定着し、多くの戦略作物で作付面積が引き続き増加した。

注１：ラウンドにより差が異なる場合がある。
注２：「その他」の内訳は、酒造用米、輸出用米、飼料作物、そば・なたね等
注３：加工用米及び新規需要米は取組計画の認定面積
注４：米以外の戦略作物等（基幹作のみ）は、27及び28年産は交付金支払実績面積で、29年産は地方農政局等が都道府県農業再生協議会等に聞

き取った面積
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29年産米の超過作付の動向
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（万ha）

上段：主食用米作付面積（万ha）

下段：生産数量目標（万ha）
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都道府県別の超過作付の状況

対生産
数量目標

対自主的
取組参考値

対生産
数量目標

対自主的
取組参考値

北海道 99,000 ▲ 1,434 98,985 98,600 ▲ 385 ▲ 115 滋賀県 30,200 ▲ 445 30,315 30,000 ▲ 315 ▲ 232

青森県 36,800 ▲ 4,279 40,580 38,000 ▲ 2,580 ▲ 2,470 京都府 14,300 ▲ 415 14,558 14,100 ▲ 458 ▲ 419

岩手県 47,100 ▲ 3,245 49,734 47,000 ▲ 2,734 ▲ 2,599 大阪府 5,310 64 5,190 5,150 ▲ 40 ▲ 26

宮城県 63,600 ▲ 1,442 64,311 63,500 ▲ 811 ▲ 636 兵庫県 35,400 ▲ 40 35,235 35,100 ▲ 135 ▲ 40

秋田県 69,300 ▲ 2,852 71,349 69,500 ▲ 1,849 ▲ 1,655 奈良県 8,680 634 7,954 8,580 626 648

山形県 56,800 ▲ 475 56,661 56,400 ▲ 261 ▲ 106 和歌山県 6,720 ▲ 252 6,899 6,560 ▲ 339 ▲ 320

福島県 60,100 ▲ 22 59,562 59,900 338 505 鳥取県 12,500 ▲ 232 12,591 12,400 ▲ 191 ▲ 157

茨城県 67,200 3,502 63,012 66,400 3,388 3,560 島根県 17,300 ▲ 186 17,314 17,200 ▲ 114 ▲ 67

栃木県 53,600 ▲ 1,124 54,134 53,600 ▲ 534 ▲ 387 岡山県 29,200 ▲ 621 29,500 29,100 ▲ 400 ▲ 320

群馬県 14,100 ▲ 1,064 15,011 13,900 ▲ 1,111 ▲ 1,070 広島県 23,400 ▲ 1,185 24,321 23,100 ▲ 1,221 ▲ 1,155

埼玉県 31,200 611 30,267 30,700 433 516 山口県 19,800 ▲ 1,265 21,129 19,300 ▲ 1,829 ▲ 1,771

千葉県 53,900 8,318 45,091 53,300 8,209 8,331 徳島県 11,500 ▲ 719 12,087 11,300 ▲ 787 ▲ 754

東京都 151 ▲ 34 183 141 ▲ 42 ▲ 42 香川県 13,200 ▲ 732 13,776 12,800 ▲ 976 ▲ 939

神奈川県 3,110 220 2,859 3,090 231 239 愛媛県 14,200 ▲ 485 14,527 13,900 ▲ 627 ▲ 588

新潟県 101,500 4,424 95,825 100,300 4,475 4,732 高知県 11,600 831 10,699 11,500 801 830

富山県 33,800 ▲ 405 33,710 33,300 ▲ 410 ▲ 318 福岡県 35,400 ▲ 778 35,932 35,100 ▲ 832 ▲ 734

石川県 23,200 ▲ 366 23,301 23,200 ▲ 101 ▲ 38 佐賀県 24,600 ▲ 1,789 25,787 24,400 ▲ 1,387 ▲ 1,316

福井県 23,600 ▲ 314 23,658 23,300 ▲ 358 ▲ 294 長崎県 12,000 ▲ 981 12,842 11,600 ▲ 1,242 ▲ 1,207

山梨県 4,940 ▲ 19 4,907 4,880 ▲ 27 ▲ 14 熊本県 32,500 ▲ 3,848 36,116 32,200 ▲ 3,916 ▲ 3,818

長野県 31,700 801 30,574 31,300 726 809 大分県 21,100 ▲ 2,048 22,882 20,900 ▲ 1,982 ▲ 1,919

岐阜県 21,700 ▲ 860 22,317 21,500 ▲ 817 ▲ 757 宮崎県 15,500 ▲ 3,132 18,469 15,000 ▲ 3,469 ▲ 3,419

静岡県 15,800 54 15,576 15,600 24 66 鹿児島県 20,200 ▲ 2,551 22,553 19,600 ▲ 2,953 ▲ 2,891

愛知県 26,900 565 26,050 26,600 550 621 沖縄県 785 ▲ 131 906 727 ▲ 179 ▲ 176

三重県 27,000 ▲ 1,396 28,091 26,800 ▲ 1,291 ▲ 1,214 合　　計 138.1万 ▲ 2.1万 138.7万 137.0万 ▲ 1.7万 ▲ 1.3万

２９年産

主食用米
作付面積

超過作付
生産数量

目標

超過作付の状況
主食用米
作付面積

超過作付
生産数量

目標
主食用米作

付面積

超過作付の状況都道府県

２８年産 ２９年産

都道府県

２８年産

主食用米作
付面積

○ 平成29年産の超過作付面積は▲1.7万haで、主食用米の作付面積が生産数量目標を下回ったものは36都道府県、

自主的取組参考値まで下回ったものは36都道府県。
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平成29年産米の都道府県別需給調整の取組状況

【29年産】

① ② ③ ③－① ④ ⑤ ⑥ ⑥－④ ⑥－⑤ ⑦ ① ② ③ ③－① ④ ⑤ ⑥ ⑥－④ ⑥－⑤ ⑦

ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ha ha ha ha ha ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ha ha ha ha ha

全国 735.0万 733.0万 730.6万 ▲ 4.4万 138.7万 138.4万 137.0万 ▲ 1.7万 ▲ 1.3万 100

北海道 535,669 534,212 552,200 16,531 98,985 98,715 98,600 ▲ 385 ▲ 115 103 滋賀 157,032 156,604 155,100 ▲ 1,932 30,315 30,232 30,000 ▲ 315 ▲ 232 100

青森 237,294 236,649 226,500 ▲ 10,794 40,580 40,470 38,000 ▲ 2,580 ▲ 2,470 101 京都 74,312 74,110 71,900 ▲ 2,412 14,558 14,519 14,100 ▲ 458 ▲ 419 100

岩手 265,432 264,710 250,500 ▲ 14,932 49,734 49,599 47,000 ▲ 2,734 ▲ 2,599 98 大阪 25,661 25,592 26,100 439 5,190 5,176 5,150 ▲ 40 ▲ 26 102

宮城 341,193 340,264 339,700 ▲ 1,493 64,311 64,136 63,500 ▲ 811 ▲ 636 99 兵庫 176,596 176,115 175,900 ▲ 696 35,235 35,140 35,100 ▲ 135 ▲ 40 100

秋田 408,644 407,532 398,900 ▲ 9,744 71,349 71,155 69,500 ▲ 1,849 ▲ 1,655 99 奈良 40,802 40,691 44,700 3,898 7,954 7,932 8,580 626 648 102

山形 337,175 336,258 337,300 125 56,661 56,506 56,400 ▲ 261 ▲ 106 100 和歌山 34,108 34,015 33,300 ▲ 808 6,899 6,880 6,560 ▲ 339 ▲ 320 102

福島 327,288 326,384 328,900 1,612 59,562 59,395 59,900 338 505 100 鳥取 64,702 64,525 64,500 ▲ 202 12,591 12,557 12,400 ▲ 191 ▲ 157 101

茨城 330,182 329,284 348,600 18,418 63,012 62,840 66,400 3,388 3,560 99 島根 88,083 87,843 89,300 1,217 17,314 17,267 17,200 ▲ 114 ▲ 67 102

栃木 292,326 291,531 273,400 ▲ 18,926 54,134 53,987 53,600 ▲ 534 ▲ 387 93 岡山 155,172 154,750 158,300 3,128 29,500 29,420 29,100 ▲ 400 ▲ 320 103

群馬 74,058 73,856 69,400 ▲ 4,658 15,011 14,970 13,900 ▲ 1,111 ▲ 1,070 101 広島 127,201 126,855 123,400 ▲ 3,801 24,321 24,255 23,100 ▲ 1,221 ▲ 1,155 102

埼玉 148,047 147,644 151,700 3,653 30,267 30,184 30,700 433 516 101 山口 106,443 106,153 100,600 ▲ 5,843 21,129 21,071 19,300 ▲ 1,829 ▲ 1,771 103

千葉 241,239 240,582 289,400 48,161 45,091 44,969 53,300 8,209 8,331 100 徳島 57,293 57,137 54,200 ▲ 3,093 12,087 12,054 11,300 ▲ 787 ▲ 754 101

東京 754 752 580 ▲ 174 183 183 141 ▲ 42 ▲ 42 99 香川 68,744 68,556 62,000 ▲ 6,744 13,776 13,739 12,800 ▲ 976 ▲ 939 98

神奈川 14,093 14,055 15,700 1,607 2,859 2,851 3,090 231 239 102 愛媛 72,345 72,148 70,600 ▲ 1,745 14,527 14,488 13,900 ▲ 627 ▲ 588 102

新潟 517,185 515,797 527,600 10,415 95,825 95,568 100,300 4,475 4,732 96 高知 49,003 48,870 54,200 5,197 10,699 10,670 11,500 801 830 103

富山 181,695 181,200 181,800 105 33,710 33,618 33,300 ▲ 410 ▲ 318 100 福岡 178,582 178,097 178,700 118 35,932 35,834 35,100 ▲ 832 ▲ 734 102

石川 120,996 120,667 120,400 ▲ 596 23,301 23,238 23,200 ▲ 101 ▲ 38 99 佐賀 133,808 133,439 129,600 ▲ 4,208 25,787 25,716 24,400 ▲ 1,387 ▲ 1,316 102

福井 122,787 122,453 122,300 ▲ 487 23,658 23,594 23,300 ▲ 358 ▲ 294 101 長崎 61,511 61,344 57,400 ▲ 4,111 12,842 12,807 11,600 ▲ 1,242 ▲ 1,207 101

山梨 26,846 26,773 26,800 ▲ 46 4,907 4,894 4,880 ▲ 27 ▲ 14 100 熊本 185,277 184,773 169,700 ▲ 15,577 36,116 36,018 32,200 ▲ 3,916 ▲ 3,818 102

長野 189,867 189,350 196,900 7,033 30,574 30,491 31,300 726 809 101 大分 114,858 114,544 105,800 ▲ 9,058 22,882 22,819 20,900 ▲ 1,982 ▲ 1,919 101

岐阜 108,899 108,603 104,900 ▲ 3,999 22,317 22,257 21,500 ▲ 817 ▲ 757 100 宮崎 91,606 91,357 74,900 ▲ 16,706 18,469 18,419 15,000 ▲ 3,469 ▲ 3,419 101

静岡 81,153 80,933 80,300 ▲ 853 15,576 15,534 15,600 24 66 99 鹿児島 108,704 108,408 95,300 ▲ 13,404 22,553 22,491 19,600 ▲ 2,953 ▲ 2,891 100

愛知 132,094 131,735 136,200 4,106 26,050 25,979 26,600 550 621 101 沖縄 2,799 2,791 2,190 ▲ 609 906 903 727 ▲ 179 ▲ 176 97

三重 140,453 140,070 128,600 ▲ 11,853 28,091 28,014 26,800 ▲ 1,291 ▲ 1,214 95

注１：①及び④は県間調整及び県内調整後の数値。

　 ２：②及び⑤は、当初提示した数量及び面積から、県間調整や県内調整で補正した生産数量目標と同数を補正した数値。

　 ２：③、⑥及び⑦はそれぞれ、平成29年12月5日統計部公表の収穫量（主食用）、主食用作付面積及び作況指数。

 　４：ラウンドの関係で内訳と合計が一致しない場合がある。

作況
指数

主食用米
生産量

超過数量
主食用米
生産量

超過数量

超過作付
面積

（対自主的取組参考

値）

②を面積換算
したもの

超過作付
面積

（対自主的取組参考

値）

都道府
県名

生産数量
目標

①を面積換算
したもの

主食用米
作付面積

超過作付
面積

（対生産数量目標）

作況
指数

都道府
県名

生産数量
目標

①を面積換算
したもの

主食用米
作付面積

超過作付
面積

（対生産数量目標）

自主的取組
参考値

自主的取組
参考値

②を面積換算
したもの
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（注１）生産数量目標等の達成状況は、「◎：自主的取組参考値まで深掘」、「×：生産数量目標を未達成」で分類
（注２）「その他」の内訳は、酒造用米、輸出用米、飼料作物、そば・なたね等
（注３）麦、大豆、その他は基幹作のみ

○ 平成29年産の超過作付面積は▲1.7万ha。主食用米の作付面積が生産数量目標を下回ったのは36都道府県であり、
いずれも自主的取組参考値も下回っている。

○ 各都道府県においては、この29年産の作付状況を踏まえて、30年産においても需要に応じた生産・販売を行うこ
とが重要。

生産数量
目標

主食用米
面積

超過作付
の状況

生産数量
目標を
達成

生産数量
目標を
未達成

加工用米 米粉用米 飼料用米 WCS 備蓄米 麦 大豆 その他

北海道 ◎ 98,985 98,600 ▲ 385 100 13 5,279      90          2,433      500        -            32,465     19,109     34,674     

青森 ◎ 40,580 38,000 ▲ 2,580 38 2 1,738      7            6,418      656        3,622      797        4,481      5,828      

岩手 ◎ 49,734 47,000 ▲ 2,734 30 - 1,485      15          4,676      1,645      1,152      3,613      3,700      8,617      

宮城 ◎ 64,311 63,500 ▲ 811 35 - 1,035      57          6,228      2,147      1,722      1,881      9,302      6,072      

秋田 ◎ 71,349 69,500 ▲ 1,849 24 1 10,683     211        2,865      1,245      6,362      252        7,999      5,082      

山形 ◎ 56,661 56,400 ▲ 261 32 3 4,018      117        3,916      885        3,816      75          4,860      7,067      

福島 × 59,562 59,900 338 37 11 281        6            5,839      1,122      3,818      196        811        3,641      

茨城 × 63,012 66,400 3,388 24 20 1,403      35          8,504      609        162        4,619      447        956        

栃木 ◎ 54,134 53,600 ▲ 534 19 6 1,830      344        10,054     1,710      1,810      7,020      446        3,725      

群馬 ◎ 15,011 13,900 ▲ 1,111 26 6 1,390      228        1,541      556        5            1,935      107        210        

埼玉 × 30,267 30,700 433 42 18 248        593        2,264      119        59          1,743      333        185        

千葉 × 45,091 53,300 8,209 29 23 1,479      47          5,051      1,123      256        457        242        282        

東京 ◎ 183 141 ▲ 42 1 - -            0            -            -            -            -            -            -            

神奈川 × 2,859 3,090 231 6 21 -            -            19          -            -            4            6            7            

新潟 × 95,825 100,300 4,475 12 23 6,989      2,416      4,178      370        5,760      246        4,640      2,160      

富山 ◎ 33,710 33,300 ▲ 410 12 - 1,515      115        1,085      411        2,528      3,171      3,931      685        

石川 ◎ 23,301 23,200 ▲ 101 17 - 760        72          726        96          1,277      900        924        220        

福井 ◎ 23,658 23,300 ▲ 358 14 3 671        10          1,295      122        833        5,166      110        564        

山梨 ◎ 4,907 4,880 ▲ 27 22 2 68          3            18          11          -            46          104        137        

長野 × 30,574 31,300 726 52 6 825        18          319        252        161        2,378      613        2,697      

岐阜 ◎ 22,317 21,500 ▲ 817 32 6 316        29          3,047      225        76          3,256      548        805        

静岡 × 15,576 15,600 24 12 22 107        0            1,180      404        4            277        36          92          

愛知 × 26,050 26,600 550 21 17 571        70          1,780      203        138        5,200      142        171        

三重 ◎ 28,091 26,800 ▲ 1,291 26 4 377        78          1,902      239        84          6,233      258        112        

戦略作物等の作付面積（ha）主食用米（ha）

都道府県
生産数量
目標等の
達成状況

地域協議会の状況
（協議会数）

都道府県別等の生産数量目標達成状況と主な戦略作物等の作付状況①
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（注１）生産数量目標等の達成状況は、「◎：自主的取組参考値まで深掘」、「×：生産数量目標を未達成」で分類
（注２）「その他」の内訳は、酒造用米、輸出用米、飼料作物、そば・なたね等
（注３）麦、大豆、その他は基幹作のみ

生産数量
目標

主食用米
面積

超過作付
の状況

生産数量
目標を
達成

生産数量
目標を
未達成

加工用米 米粉用米 飼料用米 WCS 備蓄米 麦 大豆 その他

滋賀 ◎ 30,315 30,000 ▲ 315 17 2 1,277      41          998        261        277        7,587      449        364        

京都 ◎ 14,558 14,100 ▲ 458 24 3 538        8            141        108        -            241        206        180        

大阪 ◎ 5,190 5,150 ▲ 40 41 2 -            4            7            -            -            1            6            2            

兵庫 ◎ 35,235 35,100 ▲ 135 33 8 688        30          327        775        -            1,980      1,632      1,791      

奈良 × 7,954 8,580 626 27 10 -            24          67          55          -            65          18          11          

和歌山 ◎ 6,899 6,560 ▲ 339 30  - -            0            4            2            -            1            16          3            

鳥取 ◎ 12,591 12,400 ▲ 191 19 - 96          0            1,087      373        101        20          658        1,007      

島根 ◎ 17,314 17,200 ▲ 114 17 1 332        4            1,133      507        30          300        585        748        

岡山 ◎ 29,500 29,100 ▲ 400 21 6 439        75          1,589      421        403        1,078      1,236      1,200      

広島 ◎ 24,321 23,100 ▲ 1,221 23 - 401        126        552        541        -            232        332        1,345      

山口 ◎ 21,129 19,300 ▲ 1,829 11 - 996        5            836        313        -            603        736        940        

徳島 ◎ 12,087 11,300 ▲ 787 21 4 21          15          729        220        243        23          25          109        

香川 ◎ 13,776 12,800 ▲ 976 16 - 46          5            268        103        -            795        56          123        

愛媛 ◎ 14,527 13,900 ▲ 627 20 - 30          4            365        145        14          467        323        227        

高知 × 10,699 11,500 801 9 17 73          12          996        225        2            6            65          121        

福岡 ◎ 35,932 35,100 ▲ 832 52 13 379        146        2,019      1,473      47          1,339      7,801      509        

佐賀 ◎ 25,787 24,400 ▲ 1,387 25 - 111        13          569        1,237      64          171        8,226      467        

長崎 ◎ 12,842 11,600 ▲ 1,242 21 - 7            3            168        1,127      10          84          345        1,957      

熊本 ◎ 36,116 32,200 ▲ 3,916 44 1 866        198        1,402      7,629      74          684        1,987      2,734      

大分 ◎ 22,882 20,900 ▲ 1,982 16 - 93          15          1,521      2,455      33          397        1,431      1,177      

宮崎 ◎ 18,469 15,000 ▲ 3,469 18 - 1,244      12          528        6,614      -            12          184        3,493      

鹿児島 ◎ 22,553 19,600 ▲ 2,953 37 - 814        3            866        3,657      -            39          263        2,411      

沖縄 ◎ 906 727 ▲ 179 13 - -            -            -            -            -            -            -            24          

全国計 138.7万 137.0万 ▲ 1.7万 1,218 274 51,517 5,307 91,510 42,893 34,943 98,055 89,729 104,932

都道府県
生産数量
目標等の
達成状況

主食用米（ha）
地域協議会の状況

（協議会数）
戦略作物等の作付面積（ha）

都道府県別等の生産数量目標達成状況と主な戦略作物等の作付状況②
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単位：ha

 超過作付

の状況

 ②－① 米粉用米 飼料用米 WCS 輸出用米 酒造用米 その他

岡山市 × 7,012 7,051   39 366    6        534    60      -        143    1        96      777    73      39      0        - 

玉野市 ○ 474 402     ▲ 72 3        -        26      -        -        -        -        3        56      9        1        0        - 

瀬戸内市 ○ 1,101 1,047   ▲ 54 22      3        106    18      -        -        0        10      88      16      12      -        - 

備前市 ○ 412 398     ▲ 14 -        -        1        0        -        -        0        -        0        4        3        -        - 

赤磐市 ○ 1,274 1,195   ▲ 79 5        1        59      4        -        37      -        31      45      66      1        1        0 

和気町 ○ 494 444     ▲ 50 -        -        49      1        -        -        -        3        0        9        3        2        - 

倉敷市 × 2,250 2,301   51 9        1        53      10      -        5        -        19      3        10      -        -        - 

総社市 × 1,214 1,255   41 6        0        90      32      -        -        -        3        4        74      2        0        - 

早島町 × 88 113     25 0        -        1        -        -        -        -        6        -        1        -        -        - 

笠岡市 ○ 434 291     ▲ 143 -        -        18      -        -        -        -        -        -        2        -        -        - 

井原市 ○ 784 671     ▲ 113 -        -        7        2        -        -        0        -        0        4        1        1        - 

里庄町 ○ 51 27      ▲ 24 -        -        -        -        -        -        -        -        -        0        -        -        - 

矢掛町 × 505 522     17 -        -        35      35      -        -        -        -        1        15      0        0        - 

新見市 ○ 1,252 1,217   ▲ 35 -        3        31      31      -        -        0        19      0        5        42      2        0 

新庄村 ○ 96 91      ▲ 4 8        -        1        4        -        -        0        -        -        3        33      -        - 

鏡野町 × 896 926     30 1        2        95      9        -        -        0        26      1        39      24      4        - 

久米南町 ○ 455 376     ▲ 78 -        0        24      6        -        -        -        -        1        32      1        4        0 

勝央町 ○ 568 479     ▲ 89 -        -        10      30      -        -        -        17      10      201    10      0        - 

奈義町 ○ 428 371     ▲ 58 2        -        35      45      -        0        -        23      11      83      32      1        - 

西粟倉村 ○ 72 71      ▲ 0 -        -        1        -        -        -        -        6        -        1        1        -        - 

真庭市 ○ 2,149 1,809   ▲ 340 -        -        54      19      -        -        1        27      4        93      421    89      - 

美作市 ○ 1,413 1,179   ▲ 234 -        39      46      11      -        0        -        36      2        111    21      7        - 

吉備中央町 ○ 1,056 1,019   ▲ 37 3        19      44      15      -        -        1        6        1        121    37      1        - 

高梁市 ○ 1,041 894     ▲ 147 -        -        24      1        -        -        -        0        1        12      33      0        - 

浅口市 ○ 338 271     ▲ 67 0        -        1        -        -        -        -        0        -        1        -        -        - 

美咲町 ○ 946 820     ▲ 126 -        0        31      -        -        -        0        1        1        24      12      18      0 

津山市 ○ 2,696 2,489   ▲ 207 14      1        215    86      0        2        1        73      71      228    147    2        0 

飼料作物

※４

そば

※４

なたね

※４

地域農業

再生協議会

生産数量

目標の

達成状況

※１

 生産数量

目標

①

 主食用米

※２

②

加工用米

※３

新規需要米　※３
備蓄米

※３

麦

※４

大豆

※４

※１ 「生産数量目標の達成状況」は、「○：生産数量目標を達成」、「×：生産数量目標を未達成」で分類。
※２ 主食用米は地域農業再生協議会が把握した面積で、合計値は統計部が公表する9月15日現在の都道府県別の主食用米面積とは異なる場合がある。
※３ 加工用米及び新規需要米は取組計画の認定面積で、備蓄米は地域農業再生協議会が把握した面積。
※４ 麦、大豆、飼料作物、そば、なたねは地域協議会が把握した基幹作の面積で、都道府県別の経営所得安定対策加入申請面積と異なる場合がある。

岡山県の例

○ 各県の作付状況に加え、市町村ごとの協議会が30年産に向けて主体的に需要に応じた生産・販売を判断できるよ

う、地域農業再生協議会別の作付状況及び生産数量目標の超過作付面積を公表。

地域農業再生協議会別の取組状況
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平成30年産米等の作付動向（平成29年産作付実績との比較、１月末現在）

 各都道府県の平成30年１月末現在の主食用米の作付動向は、平成29年産と比較すると、増加傾向６県、前年並み傾向

36県、減少傾向５県と見込まれています。

 また、新市場開拓用米（輸出用米等）27県、加工用米18県、ＷＣＳ(稲発酵粗飼料)13県、麦13県、大豆11県、飼料用米9県

が増加傾向と見込まれています。

 各産地や生産者におかれては、今回の公表結果を参考にされ、需要に応じた生産・販売へ向けた取組をより一層進めて

いただくことが期待されます。

（注１）30年産の動向（増加傾向、前年並み傾向、減少傾向）は、29年産作付実績との比較。
（注２）主食用米の29年産作付実績は、平成29年12月5日統計部公表の主食用作付面積。
（注３）飼料用米、加工用米、WCS、新市場開拓用米の29年産作付実績は、平成29年産新規需要米の取組計画認定面積。
（注４）麦・大豆の29年産作付実績は、平成29年度経営所得安定対策等の加入申請面積で、二毛作を含む。
（注５）備蓄米の29年産作付実績は、地域農業再生協議会が把握した面積。

平成30年産米等の作付動向について （第１回中間的取組状況、平成30年２月27日公表） ①

主食用米 飼料用米 加工用米
ＷＣＳ
稲発酵
粗飼料

新市場開拓
用米

（輸出用米等）

麦 大 豆 備蓄米

前年より
増加傾向

６県 ９県 １８県 １３県 ２７県 １３県 １１県 ０県

前年並み
傾 向

３６県 ２０県 １４県 １９県 ７県 ２５県 ３１県 ３県

前年より
減少傾向

５県 １６県 １０県 １１県 ０県 ７県 ３県 ２９県
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平成30年産米等の作付動向（平成30年１月末現在）

平成30年産米等の作付動向について （第１回中間的取組状況、平成30年２月27日公表） ②

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

北海道 98,600 → 2,433 ↘ 5,279 → 500 → 22 ↗ 32,465 → 19,109 ↘ - －

青森 38,000 ↗ 6,418 ↘ 1,738 ↘ 656 ↘ 17 ↗ 797 → 4,532 ↗ 3,622 ↘

岩手 47,000 ↗ 4,676 → 1,485 → 1,645 → 113 ↗ 3,613 → 3,825 → 1,152 ↘

宮城 63,500 → 6,228 ↘ 1,035 ↗ 2,147 ↘ 17 ↗ 2,152 ↗ 10,731 → 1,722 ↘

秋田 69,500 ↗ 2,865 ↘ 10,683 ↘ 1,245 ↘ 101 ↗ 338 ↗ 7,999 ↗ 6,362 ↘

山形 56,400 → 3,916 → 4,018 → 885 → 116 ↗ 99 → 4,888 → 3,816 ↘

福島 59,900 ↗ 5,839 ↗ 281 ↗ 1,122 ↘ - ↗ 198 ↗ 852 ↗ 3,818 ↘

茨城 66,400 → 8,504 ↘ 1,403 → 609 ↘ 45 ↗ 4,925 ↘ 2,555 ↘ 162 ↘

栃木 53,600 → 10,054 → 1,829 ↘ 1,710 → 2 → 11,221 → 2,324 → 1,810 ↘

群馬 13,900 → 1,541 ↘ 1,390 ↘ 556 ↘ 0 → 6,792 ↘ 108 ↗ 5 ↘

埼玉 30,700 → 2,264 ↘ 248 ↗ 119 → 0 ↗ 4,351 → 430 → 59 →

千葉 53,300 ↘ 5,051 ↗ 1,479 → 1,123 ↗ 0 ↗ 552 → 573 → 256 →

東京 141 → - － - － - － - － - － - － - －

神奈川 3,090 → 19 ↘ - － - － - － 4 → 9 → - －

新潟 100,300 → 4,178 → 6,989 ↗ 370 ↗ 647 ↗ 254 ↘ 4,740 → 5,760 ↘

富山 33,300 → 1,085 ↗ 1,515 ↗ 411 → 126 ↗ 3,450 → 4,756 → 2,528 ↘

石川 23,200 → 726 ↘ 760 → 96 → 9 ↗ 1,088 ↘ 1,242 → 1,277 ↘

福井 23,300 → 1,295 ↗ 671 ↗ 122 → 9 ↗ 5,280 ↘ 1,712 ↗ 833 ↘

山梨 4,880 → 18 ↘ 68 ↗ 11 ↗ - － 50 ↗ 115 ↗ - －

長野 31,300 → 319 → 825 → 252 → 20 ↗ 2,393 → 1,512 → 161 ↘

岐阜 21,500 → 3,047 → 316 ↗ 225 → 0 ↗ 3,427 ↗ 2,801 → 76 ↘

静岡 15,600 → 1,180 → 107 → 404 ↘ 0 → 686 → 148 → 4 ↘

愛知 26,600 → 1,780 → 571 ↗ 203 → 17 ↗ 5,522 → 4,234 → 138 ↘

三重 26,800 → 1,902 → 377 ↘ 239 ↗ 28 ↗ 6,646 → 4,403 ↘ 84 ↘

滋賀 30,000 → 998 → 1,277 → 261 → 31 ↗ 7,716 → 6,490 → 277 ↘

（注４）　備蓄米の「29年産実績（ha）」は、地域農業再生協議会が把握した面積。

（注３）　飼料用米、加工用米、WCS、新市場開拓用米の「29年産実績（ha）」は、平成29年産新規需要米の取組計画認定面積。麦・大豆の「29年産実績（ha）」は、平成29年度経営所得安定対策等の加入申請面積で、二毛作を含む。

（注１）　主食用米、戦略作物及び備蓄米の「30年産の動向（対前年実績）」は、29年産作付実績と比較し、「↗：増加傾向」、「→：前年並み傾向」、「↘：減少傾向」で分類。

（注２）　主食用米の「29年産実績（ha）」は、平成29年12月5日統計部公表の主食用作付面積。

主食用米

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産
実績
（ha）

戦略作物 備蓄米

２９年産
実績
（ha）

飼料用米 加工用米 ＷＣＳ
新市場開拓用米
（輸出用米等）

麦 大豆
３０年産
の動向

（対前年実績）
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平成30年産米等の作付動向について （第１回中間的取組状況、平成30年２月27日公表） ③

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

２９年産実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

京都 14,100 → 141 → 538 ↗ 108 ↗ - ↗ 246 → 213 → - －

大阪 5,150 ↘ 7 → - － - － - － 1 → 6 → - －

兵庫 35,100 → 327 → 688 ↘ 775 ↗ 7 ↗ 2,390 → 2,073 → - －

奈良 8,580 → 67 ↘ - ↗ 55 ↘ - － 106 → 49 → - －

和歌山 6,560 ↘ 4 → - － 2 → - － 1 → 16 → - －

鳥取 12,400 ↗ 1,087 ↘ 96 → 373 → - － 122 → 658 → 101 ↘

島根 17,200 → 1,133 ↘ 332 ↘ 507 ↗ 0 → 588 → 591 → 30 ↘

岡山 29,100 → 1,589 → 439 ↗ 421 → 0 ↗ 2,808 ↗ 1,310 → 403 ↘

広島 23,100 → 552 → 401 ↘ 541 ↗ 1 → 244 ↗ 408 → - －

山口 19,300 ↗ 836 ↗ 996 ↗ 313 ↘ - ↗ 1,763 ↗ 842 ↗ - －

徳島 11,300 → 729 ↗ 21 ↗ 220 → - － 116 ↘ 26 → 243 ↘

香川 12,800 → 268 ↘ 46 → 103 ↗ 0 → 2,498 ↗ 56 → - －

愛媛 13,900 → 365 ↘ 30 ↗ 145 ↘ 0 → 1,909 → 324 ↗ 14 ↘

高知 11,500 ↘ 996 → 73 → 225 → - － 8 ↘ 71 → 2 →

福岡 35,100 → 2,019 ↗ 379 ↘ 1,473 → 0 ↗ 21,036 ↗ 8,337 ↗ 47 ↘

佐賀 24,400 → 569 ↗ 111 ↗ 1,237 ↗ - － 20,338 → 8,226 → 64 ↘

長崎 11,600 → 168 → 7 → 1,127 ↗ - － 995 ↗ 351 ↗ 10 ↘

熊本 32,200 → 1,402 ↗ 866 ↘ 7,629 ↗ 0 ↗ 6,247 ↗ 2,086 ↗ 74 ↘

大分 20,900 → 1,521 ↘ 93 → 2,455 → - － 4,453 → 1,515 → 33 ↘

宮崎 15,000 → 528 → 1,244 ↗ 6,614 ↘ - ↗ 112 → 189 → - －

鹿児島 19,600 ↘ 866 → 814 ↗ 3,657 ↗ - ↗ 111 ↗ 274 → - －

沖縄 727 → - － - － - － - － - － - － - －

137.0万

（138.7万）※

※　29年産米の生産数量目標

（注４）　備蓄米の「29年産実績（ha）」は、地域農業再生協議会が把握した面積。

（注３）　飼料用米、加工用米、WCS、新市場開拓用米の「29年産実績（ha）」は、平成29年産新規需要米の取組計画認定面積。麦・大豆の「29年産実績（ha）」は、平成29年度経営所得安定対策等の加入申請面積で、二毛作を含む。

117,710 34,943

（注１）　主食用米、戦略作物及び備蓄米の「30年産の動向（対前年実績）」は、29年産作付実績と比較し、「↗：増加傾向」、「→：前年並み傾向」、「↘：減少傾向」で分類。

（注２）　主食用米の「29年産実績（ha）」は、平成29年12月5日統計部公表の主食用作付面積。

42,893 1,328 170,110全国計 91,510 51,517

ＷＣＳ
新市場開拓用米
（輸出用米等）

麦 大豆 ２９年産
実績
（ha）

３０年産
の動向

（対前年実績）

主食用米 戦略作物 備蓄米

２９年産
実績
（ha）

３０年産の動向
（対前年実績）

飼料用米 加工用米

平成30年産米等の作付動向（平成30年１月末現在）
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○ 米については、作付制限、吸収抑制対策及び収穫後の検査を組み合わせることにより安全確保を図
る。

○ 除染やカリ施肥等による吸収抑制対策を実施。

○ 福島県では、24年産米以降、県全体で全量全袋検査を実施。27年産米以降は基準値※超過はない。
○ なお、30年３月、県が、通算で５年間基準値超過が出ていない時点を目途にモニタリング（抽出）検査

に移行する等の方針を表明。

検査点数 基準値超過点数 ※
基準値超過割合（％）

※

25年産 11,006,551 28 0.00025

26年産 11,014,971 2 0.00002

27年産 10,498,715 0 0

28年産 10,241,241 0 0

29年産 9,887,647 0 0

（出典）ふくしまの恵み安全対策協議会（平成30年3月1日現在）

※ 食品衛生法に基づき、100Bq/kgを基準値としている。

カリ施肥

K

CsCs K

K

K K

K
KCs

K

カリ施肥による稲の吸収抑制対策

土壌中のカリ濃度が
適正な場合

放射性セシウムの
吸収は抑制される

米の全袋検査

福島県における県産米の安全・安心確保への取組
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29年産米の作付等に関する方針 【① 避難指示区域】

対象地域 作付の取扱い

作付制限○ 帰還困難区域

○ 居住制限区域

○ 避難指示解除準
備区域

作付再開準備

管理計画を策定し、作付再開に向けた実証栽培を実施。

立入が制限されており、作付・営農は不可。

営農が制限されており、除染後農地の保全管理や市町村の管理
の下で試験栽培を実施。

※ 役場機能の移転等避難の状況により、きめ細かな管理が困難な市町村では、農地保全・試験栽培
を行うことも可能。

また、除染の進捗状況によっては、全量生産出荷管理を行うことも可能。

農地保全・試験栽培

※ 市町村の管理の下での試験栽培は可能 （収穫物は原則廃棄）。

※ 地域の状況に応じて、作付再開準備を行うことも可能。
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29年産米の作付等に関する方針 【② 避難指示区域以外の地域】

対象地域

農家ごとに、吸収抑制対策
を実施し、検査（全戸検査）
した後に出荷。

作付の取扱い

全戸生産出荷管理

○ 前年が作付再開準備の地
域

○ 前年産米で基準値超過が検
出された地域

○ 前年が全量生産出荷管理
の地域であって前年産米
で基準値超過が検出され
なかった地域

○ 前年産米で50 Bq/kg超の
あった地域

○ その他の地域

全量生産出荷管理

管理計画を策定し、飯米・縁故米を含む全てのほ場で吸収
抑制対策を実施、もれなく検査（全量管理、全袋検査）し、順
次出荷。

旧市町村又は市町村ごと
に抽出検査を行った後に出
荷。

地域単位で抽出検査

農家リストを作成し、検
査予定数量等を把握した
上で全袋検査を行うことで
、順次出荷が可能。

全戸生産出荷管理の地域では
、農家ごとに吸収抑制対策を実
施。

福島県の場合
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作付制限

福島第一原子力発電所

作付・営農は不可。

作付再開準備

管理計画を策定し、作付再開に向けた
実証栽培等を実施。

全量生産出荷管理

管理計画を策定し、全てのほ場で吸収抑制対
策を実施、もれなく検査（全量管理・全袋検査）
し、
順次出荷。

農地保全・試験栽培
除染後農地の保全管理や市町村の管

理の下で試験栽培を実施。

福島県

29年産米 30年産米

30年産米の作付制限等の対象地域（29年産との比較）


